
「誰もが暮らしやすい共生社会について考える」

中学生向けバリアフリー学習プログラム
試行実施企画書

公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団（交通エコモ財団）は、
誰もが安全安心に移動することができ、暮らすことのできる
人にやさしい環境づくりをめざして活動しております。

　この度、エコモ財団は、中学生に誰もが暮らしやすい共生社会について考えていただくための座学
（教室での授業）と、実践（ワークショップや疑似体験等）を組み合わせた学習プログラムを作成いた
しました。
　つきましては、皆様からご意見を頂くための試行を実施したいと考えております。
　実施の趣旨をご理解頂き、皆様のご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　試行にご協力いただける際は、冊子やワークシートなどご希望の教材をご提供させていただきますの
で、ご相談ください。

中学生の皆様に交通バリアフリーを切り口に、共生社会を目指すために誰もが共に生きること
のできる社会とはどういうものなのかを考えていただくことを目的としています。

中学校 1年生～ 3年生

・冊　　　　　子：座学で使用し、街、鉄道駅、乗り物を通して交通バリアフリーとは何か
　　　　　　　　　を学ぶと共に、自分で考えるためのヒントを掲載しています

・冊子の活用方法：教員の皆様が授業を組み立てる際の参考項目や授業進行案を掲載してます
・ワークシート　：座学やワークショップなどまとめる際に使用することができます
　　　　　　　　　（新聞形式と模造紙形式）

・ウェブサイト　：上記内容が全てウェブサイトで見る事ができます
　　　　　　　　　また、冊子に掲載されていない事例も掲載しています

　　　　　　　　　事例写真やイラストなどをダウンロードすることができます

http//www.bfed-jrhigh.jp

交通バリアフリーから
共生社会を考えよう！
～誰もが  どこでも  行きたいところへ～

　高校３年生のとき、ラグビー部の練習中に下敷きとなり、脊髄を損傷し、車い
すの生活となりました。人生何が起きるかわかりません。
　後悔する人生は嫌だ。小さいときからの夢である世界旅行も挑戦することにし
ました。大学一年生の夏休みにいったアメリカは衝撃的でした。街に段差がない。バスにも
乗れる。どこにいっても広いトイレがあり車いすでも困らない。世界は広いと思いました。
学生時代に25ヶ国を訪問。色んな国際経験が就職にも役立ち、広告会社で働きました。
　もっと極めたい。秘境にも行ってみたいと会社を退職。100ヶ国訪問も達成。自分にしか
できないことは何か、旅をしながら働けることはないかと考え、世界のバリアフリー情報を
発信する、バリアフリー研究所を設立。最近では日本の情報を海外にも紹介しています。

木島英登 （バリアフリー研究所代表＜空飛ぶ車いすの旅人＞）
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夢をあきらめない。車いすで世界一周

　私は、目の前にあるものの形や色がようやくわかるぐらいの視力で生まれ、４歳ごろまで
に全盲になりました。ある朝ふと気づいたら、少し前まで明るかったはずのテレビの画面
が真っ暗になっていてびっくりしたことを覚えています。でも、周囲には、音やにおい、風、
友だちと楽しいことがたくさんあったので、見えないことを悲しいとかつらいとは全然思っ
ていませんでした。
　中学まで通った盲学校では点字の教科書で勉強し、体育では音を頼りにスキーをした
り、理科では自分の手で注意深くガスバーナーを操作し、色の変化を音の高さで教えてく
れる機械を使いながら実験をしたり、家庭科ではお料理や手芸、美術では指先の感覚で木
工や陶芸もしました。
　高校生になってからは、画面上の文字を音声でも教えてくれるパソコンでレポートを書
いたり本を読んだりしながら、目の見える友だちと同じ学校で学びました。
　今は玩具メーカーで、目や耳の不自由な友だちともいっしょに楽しめる「共遊玩具」の
開発促進と普及の仕事をしています。色の違うところは手触りも変えたり、印刷を浮き出さ
せてさわれるようにしたり、音が振動や光や文字でも伝わるようにしたり、うれしい工夫の
凝らされたおもちゃが少しずつ増えてきました。
　より多くの人が使えるように物や街に工夫をしたら、障害がある人もない人ももっと簡
単に仲良くなって、いっしょに社会をつくっていける。その実現のためにどんな工夫ができ
そうか、海外の人たちと話し合う仕事もしています。

高橋玲子（株式会社タカラトミー　社長室共用品推進課 係長）

より多くの子どもたちが楽しめるおもちゃをつくっています。

ぜんもう

きじま ひでとう

夢に向かって活躍する方々

　試行の実施内容や実施時間などのカリキュラム作成は、教員の皆様に実施していただきますが、
ご希望があればカリキュラムの作成から当日の試行の際の補助員まで事務局（エコモ）がお手伝い
させていただきます。
　ご参考までに授業進行案を掲載いたします。
　実施内容は、教室内での授業（座学）と、外に出てのワークショップや疑似体験（体験）を
組み合わせています。（あくまでも一例です）

授業時間の目安　100 分　① 座学 (40 分）＋②体験 (40 分）＋③まとめ (20 分）

授業時間の目安　200 分  ①座学 (20 分 )＋②実践（まとめ、発表含む）(180 分）

授業時間の目安 　50 ～ 100 分　 ①体験 (30 ～ 50 分）＋②まとめ (20 ～ 50 分）

生徒用冊子を使用しながら交通バリアフリーの内容を理解する。
また、当事者からの講演も交えながら進めることもできる。
人数によってはペア、グループになった上で、車いす体験、
高齢者疑似体験、アイマスク体験などを選択し実施する。
最後に座学と体験を通して感じたことや、これから自分たち
にできることを個人であれば作文にまとめる。

生徒用冊子を使用しながら交通バリアフリーの内容を理解する。

グループに分かれ座学で学んだことを元にテーマを設定し、調べることなど計画を立てる。
（30 分程度）
次に、ワークショップを実施し、発表するための準備を進める。（120 分程度）
最後に、お互いに発表し、気づいたことやこれから自分たちにできることをまとめる。
(30 分程度）

グループに分かれるか、ペアになり、車いす体験、高齢者疑似体験、アイマスク体験などを
選択し実施する。
体験を通して感じたことやこれから自分たちに出来ることを作文にまとめる。時間があれば
お互い発表し合い、気づいた事をメモする。

試行
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